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のモンゴル語版がある［Tümen and Ju Düng 
Li 
1996a,b］。また、何種類かの海賊版も出回っ
ている。 
9 トゥメトのモンゴル人の多くが雲という姓を
名乗るが、これは歴史上の部族(万戸)名、ユン
シェープの頭文字ユンに当てた漢字である。 
10 モンゴル人の騎兵部隊が全滅に追いこまれ
てから、中国政府はもっと大胆に内モンゴル自
治区へ中国人の移民を進めるようになった、と
識者は指摘している［阿拉腾德力海 1999:359］。 
11 アームランによると、父親の孔飛は「地方民
族主義者」としても断罪されていたという［阿
木蘭 2010:346-347］。たしかに、ウラーンフ
ーらのモンゴル人指導者を「地方民族主義者」
だと中国政府は一時批判していた。この点につ
いては過去に研究者も注目した［Heaton 
1971:2-34］。ただ、実際は文中大革命の進展に
つれて、地方民族主義云々とほとんどいわなく
なり、代わりに境地用されたのは「反党叛国」
と「民族分裂主義」である［楊 2010］。「反
党叛国」と「民族分裂主義」の「罪」ははるか
に「地方民族主義」より重い。今後、研究者た
ちはこの点に注意しなければならない。 
